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（論文審査の要旨） 
 食道癌手術は侵襲性が高く、ストレス反応の結果として異化反応の亢進により蛋白分
解、脂肪分解、グリコーゲン分解、糖新生が促進され、高血糖がもたらされる。術前に糖
質を経口または経静脈的に投与することで、術後の高血糖を改善すると文献的な報告を認
める。本研究はカテコラミンの変動に着目し、糖質及びアミノ酸の術前投与の有用性につ
いて統計学的に検討したものである。 
 食道癌手術を施行した 40 例（糖・アミノ酸投与群 20 例、非投与群 20 例）を対象とし、
糖・アミノ酸投与群、非投与群のカテコラミン値の変動について検討を行った。 
 術後に非投与群よりも糖・アミノ酸投与群においてアドレナリン・ノルアドレナリン共
に低値で経過しており、術前の糖質・アミノ酸投与が異化抑制さらに高血糖の抑制に寄与
していると考えられた。 
 これらのことより、術前に糖質・アミノ酸投与することが有用であると考えられた。 
 本論文は新しい知見を得ており、学術上価値のあるものとして、学位論文に値すると判
断した。 
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